
１、障がいのとらえ方について 

  ・個人（医療）モデルと社会モデル 

  ・適切な指導・支援の大切さ 

２、教育課程について 

  ・学校の教育目標について 

  ・指導目標・内容について 

  ・授業時数について 

  ・特別の教育課程について 

  ・各教科等を合わせた指導 

  ・通級による指導を行う場合の特別の教育課程 

３、自立活動について 

  ・自立活動の意義 

  ・自立活動の教育課程上の位置づけ 

  ・事例に基づくワーク 

   事例１ 視覚障がい     事例４ 知的障がい 

   事例２ 聴覚障がい     事例５ 注意欠陥多動性障がい 

   事例３ 肢体不自由     事例６ 病弱 

４、自立活動の評価について 

  ・小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の２の（４）） 

   児童又は生徒の学習状況や結果を適切に評価し、個別の指導計画や 

   具体的な指導の改善に生かすよう努めること 

５、まとめ 

南河内地区 支援部会 
講演会 「支援学級における『特別の教育課程』～自立活動の充実に向けて～」 

○講師 杉田 俊之 先生 南 智文 先生 

  （大阪府教育センター カリキュラム開発部支援教育推進室 主任指導主事） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

小中合同講演会 小・中合同総会 小・中学校別総会 


